
＜平成２６年度 地球温暖化対策実行計画の施策実施状況の公表について＞ 

 

 地球温暖化対策の推進に関する法律第２０条の３第１０項の規定に基づき、岩手沿岸南部広

域環境組合の地球温暖化対策実行計画の施策実施状況を以下のとおり公表します。 

  平成２７年８月１８日 

                岩手沿岸南部広域環境組合 

                管理者 釜石市長 野田武則 

 

１．温室効果ガス排出量 

 

年 度 温室効果ガス排出量 前年度比 目標年度比 

平成２３年度（基準年度） ２２，９８８ｔ(CO2) － － 

平成２４年度 ２６，１２６ｔ(CO2) １１３．６５％ １１９．６４％ 

平成２５年度 ２５，５８９ｔ(CO2)  ９７．９４％ １１７．１８％ 

平成２６年度 ２０，１４７ｔ(CO2)  ７８．７３％  ９２．２６％ 

 

目標年度（平成２８年度）温室効果ガス排出量＝２１，８３８ｔ(CO2) 

※平成２３年度（基準年度）の５％削減を目標 

 

平成２６年度は、目標年度の温室効果ガス排出量を達成することが出来ました。 

 

２．エネルギー使用量の目標達成状況 

 

種 別 
平成２３年度 

(基準) 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

コークス (t) ２，５２０ ３，０４８ ２，７１５ １，７８９ 

A 重油 (KL) ２７０ ２７２ ２６６ ２１７ 

昼間電力(千 kwh) ４３３ ２３１ ２３５ ２１３ 

夜間電力(千 kwh) ２９６ １５６ １４８ １４７ 

軽油 (L) ３，０００ ４，５００ ４，４００ ３，３００ 

 

種 別 前年度比 

コークス (t) ６５．８９％ 

A 重油 (KL) ８１．５８％ 

昼間電力(千 kwh) ９０．６４％ 

夜間電力(千 kwh) ９９．３２％ 

軽油 (L) ７５．００％ 



 

種 別 
平成２８年度

(目標) 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

コークス (t) ２，３９４ ３，０４８ ２，７１５ １，７８９ 

A 重油 (KL) ２５６ ２７２ ２６６ ２１７ 

昼間電力(千 kwh) ４１１ ２３１ ２３５ ２１３ 

夜間電力(千 kwh) ２８１ １５６ １４８ １４７ 

軽油 (L) ２，８５０ ４，５００ ４，４００ ３，３００ 

 

種 別 目標年度比 

コークス (t) ７４．７３％ 

A 重油 (KL) ８４．７７％ 

昼間電力(千 kwh) ５１．８２％ 

夜間電力(千 kwh) ５２．３１％ 

軽油 (L) １１５．７９％ 

 

 

３．温室効果ガス排出量が減少した要因等について 

 （１）ごみ量の減少 

   平成２６年度の温室効果ガス排出量が平成２５年度と比較して減少したひとつの主な

要因は、災害ガレキの減小に伴うごみ量の減少が上げられます。 

   ご存じのとおり、平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」により当地区は壊

滅的な被害をこうむりました。 

   そのため、平成２５年度は、引き続き通常生活ごみと併せて災害ガレキの処理を進めて

まいりましたが、平成２６年度は、災害ガレキ処理がほぼ終了し、通常生活ごみの処理に

集中することが出来ました。 

全体として、災害ガレキが大幅に減少しましたが、震災により減少した通常生活ごみは、

震災前の水準に戻りつつあることから増加しました。 

   

年 度 通常生活ごみ 災害ガレキ 合 計 

平成２３年度 ２７，７３３ｔ ７，６９９ｔ ３５，４３２ｔ 

平成２４年度 ３０，１０７ｔ １１，３５９ｔ ４１，４６６ｔ 

平成２５年度 ３１，４５３ｔ １０，３８２ｔ ４１，８３５ｔ 

平成２６年度 ３２，６２４ｔ ９７８ｔ ３３，６０２ｔ 

  

 

 



（２）エネルギー使用量の減少（バイオマス燃料使用の取り組み） 

   平成２６年度は、温室効果ガスの対策として、バイオマス燃料（木質チップ）を使用す

ることでのコークス代替試験に取り組み、大きな成果を上げました。 

バイオマス燃料の使用により、コークスの使用量が大きく減少し、ごみ量の減少と併せ

て平成２８年度の目標を達成することが出来ました。 

   

４．今後の対応 

  今後は、今まで増加（震災前に戻った。）してきたごみ量も落ち着きを見せ、徐々に減少

に転じるものと思われます。そのためＣＯ2 発生量も抑制されるものと期待されますが、バ

イオマス燃料のより効果的な活用を図り、更なる燃料等の節約に努め、前年度の実績を下回

るように努力してまいります。 


